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【手続補正書】
【提出日】令和3年5月10日(2021.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のＣＴＬエピトープのアミノ酸配列を含むタンパク質であって、前記複数のＣＴＬエ
ピトープのうちの少なくとも２つは、ＡＤ、Ｋ、またはＲから選択されるプロテアソーム
遊離アミノ酸配列を含む１つまたは２つのアミノ酸配列からなるアミノ酸配列によって分
離されており、外因性タンパク質として動物に投与されると細胞傷害性Ｔリンパ球免疫応
答を惹起可能である、タンパク質。
【請求項２】
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前記エピトープが、ＨＬＡクラスＩ特異性ＨＬＡ－Ａ１、－Ａ２、－Ａ３、－Ａ１１、－
Ａ２３、－Ａ２４、－Ａ２６、－Ａ２９、－Ａ３０、－Ｂ７、－Ｂ８、－Ｂ２７、－Ｂ３
５、－Ｂ３８、－Ｂ４０、－Ｂ４１、－Ｂ４４、－Ｂ５１、－Ｂ５７および－Ｂ５８のう
ちの少なくともいずれかに拘束される、請求項１に記載のタンパク質。
【請求項３】
前記複数のＣＴＬエピトープのうちの少なくとも１つがヘルペスウイルス抗原に由来する
、請求項１に記載のタンパク質。
【請求項４】
前記ヘルペスウイルスがサイトメガロウイルス（ＣＭＶ）またはエプスタイン・バーウイ
ルス（ＥＢＶ）である、請求項３に記載のタンパク質。
【請求項５】
少なくとも１つのＣＭＶ　ＣＴＬエピトープが、ｐｐ５０、ｐｐ６５、およびｐｐ１５０
またはＩＥ－１に由来する、請求項４に記載のタンパク質。
【請求項６】
配列番号１～２１で示されるアミノ酸配列のうちから選択されるＣＴＬエピトープ配列の
うちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載のタンパク質。
【請求項７】
少なくとも１つのＥＢＶ　ＣＴＬエピトープが、ＢＭＬＦ１、ＬＭＰ２ａ、ＢＲＬＦ１、
ＬＭＰ２、ＥＢＮＡ３Ａ、ＢＺＬＦ１、ＥＢＮＡ３Ｃ、ＥＢＮＡ１およびＥＢＮＡ３Ｂの
うちから選択される１つ以上の抗原に由来する、請求項４に記載のタンパク質。
【請求項８】
配列番号２２～４１で示されるアミノ酸配列のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に
記載のタンパク質。
【請求項９】
配列番号２２～４１で示されるＣＴＬエピトープアミノ酸配列から選択される複数のＣＴ
Ｌエピトープを含む、請求項１に記載のタンパク質。
【請求項１０】
請求項１に記載のタンパク質をコードする核酸。
【請求項１１】
請求項１０に記載の核酸を含む遺伝子構築物であって、発現ベクターにおいて１つ以上の
調節配列に作動可能に連結されている遺伝子構築物。
【請求項１２】
請求項１０に記載の核酸を含むアデノウイルス。
【請求項１３】
請求項１１に記載の遺伝子構築物を含む宿主細胞または請求項１２に記載のアデノウイル
スに感染した宿主細胞。
【請求項１４】
請求項１に記載のタンパク質、および薬学上許容される担体、希釈剤または賦形剤を含む
、医薬組成物。
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